
 

                

 

 

庭野平和賞奨励賞 第２回受賞者が決まる 

 

公益財団法人庭野平和財団（名誉会長：庭野日鑛、理事長：庭野浩士）は、宗教的精神を基

盤とした平和のための活動と研究をとおして、地域に根差しつつ、人びとの生活にとって身近

で具体的な課題に取り組み、人びとの幸福と平和な社会を構築するための先駆的で萌芽的、実

験的な活動に功績をあげた個人又は団体を表彰し、更なる発展を奨励するためのものです。 

この度、第２回庭野平和賞奨励賞を、以下の２名に贈ることを決定いたしました。 

 

ミンゾー氏（ミャンマー） 

環境平和活動家 
ミャンマーのイラワディ川デルタでのミッソンダムの建設計画は、自然

環境の破壊、および河川流域の環境資源に依拠して暮らす人々の生活や文
化の崩壊を招く危険があり、政策と人々の間で深刻な葛藤が生じていまし
た。イラワディ川デルタで生まれ育った彼は、人々の認識を高めるため、
流域住民の写真をとり、ダム建設についての記事を執筆するほか、アート
ギャラリーを利用し、アーティストや作家、詩人、ミュージシャン等と共
同して、ダムの影響を視覚化できる連続した美術展を開催、また教育資料
を作成して配布するなどし、自然環境保護と民主主義に関する平和的でユ
ニークな取り組みを行ってきました。 
 

ティック・タム・チー師（ベトナム国籍/日本在住)） 

大恩寺 住職 

一般社団法人 在日ベトナム仏教信者会 会長 
ベトナムで生まれ、幼少期に仏教僧として出家したタム・チー師は、そ

の後、日本の大学院にて博士課程（仏教学）を修了し、浄土宗寺院にて修
行、埼玉県本庄市に自身の寺院である大恩寺を開山しました。日本に滞在
する多くのベトナム人の窮状に心を痛め、困窮するベトナム人の物心両面
の救済に身命をかけて奔走しています。在日ベトナム人にとって、タム・
チー師とその活動は、暗中の燈明であり、心身の拠り所となっています。  
彼女と大恩寺はベトナム人の駆け込み寺と呼ばれています。 

 

 
【第２回庭野平和賞奨励賞】 
 
●正  賞  賞状 

●副  賞  賞金 200万円 

●贈 呈  受賞者の活動地域に赴いて実施。 

その模様は、3月末頃に財団公式ウェブサイトにて公開予定 

●公式発表  財団公式ウェブサイトにて公式発表 

●お問合せ  公益財団法人庭野平和財団 担当：仲野（090‐2202‐9206） 

 


